
 

 

 

 

 

お仕事がんばってください が 増えていく 
 もう少しで踏切を渡ろうかとする子どもたちの目の前で、遮断機が音を立てながら閉まっ

ていきました。子どもたちは学校に向かう足を止め、ニコニコと遮断機をながめています。

大人でしたら、しかめっ面のひとつでもしそうなものですが、子どもたちの表情はどこか楽

しげです。 

 踏切を挟んであいさつを交わし、庶子方面に歩き出すと、踏切の向こうから声をかけられ

ました。 

「お仕事、がんばってください！！」 

 何人かが声をそろえて、大きな声で励ましてくれました。その態度が何ともかわいらしく

て、周りにいた通行人の方々もニコニコしていました。 

「ありがとう、がんばるね～！！」 

と、私も元気に歩き出しました。 

 

 昨年度の学校便り 15 号で、子どもたちが「いつも、ありがとうございます。」「お仕事

がんばってください。」など、あいさつだけでなく励ましの言葉をたくさんくれることにつ

いてふれました。それを受けて担任が、各教室で子どもたちに

「あいさつ」について話をしてくれたのかもしれません。また、

ご家庭でも励ましの言葉をかけてくださっているのかな、なん

て勝手に思っています。 

 

 最近は、登校中だけでなく、校内のいたるところで、子ども

たちから、 

「お仕事がんばってください。」 

という声をかけられるようになりました。 

 子どもたちの心は、よく耕された畑の土のように、水分や養

分をたくさん吸収します。心に栄養を与えてくれる要因はたく

さんあると思いますが、その中でも自分の近くにいる人の言葉

は、大切な栄養素です。 

「よくがんばったね。」 

「自分で、できたんだ。」 

「ありがとう。」 

「すごいねえ。」 

タイムリーなそんな言葉のひとつひとつが、子どもたちの心に

しみ込んでいくのだと思います。そして素直な子どもたちは、

照れることなく、自分の感じた自己有用感を言葉や態度で表現

しようとします。そんな機会をたくさんもらえる教員の仕事は、

やっぱり素敵な職業なんだなあ…と改めて感じました。 

 子どもたちの健やかな成長は、家庭との連携が必須です。 

いつも前向きな声かけを、ありがとうございます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月 21 日（土）には、久しぶりに学校公開

を行うことができました。多くの保護者のみな

さまのご来校、本当にありがとうございました。 

「学校公開をしていただいて、ありがとうござ

いました。感染症対策を含めて、先生方のご

尽力のおかげです。」 

そんなあたたかいお言葉をいただき、本当にあ

りがたいと感じると共に、学校に来ていただく

ことが、大切なことなのだと、改めて思いまし

た。 

 今年度はあと２回、学校公開が予定されてい

ます。感染状況が更に落ち着いてくるのを願い

つつ、その時、その時の状況に配慮しながら、

保護者の皆様との連携を大切にしていきたいと

思います。 

 多くのご参観、ありがとうございました。 

 ５月 20 日（金）に、３年生を対象に、リコ

ーダー講習会が行われました。例年ご指導いた

だいている工藤先生から、リコーダーは、「吹く」

のではなく、「歌うように息を出す」など、実演

を交えながらの講義をいただきました。子ども

たちも熱心に、そして真剣に実技を行っていま

した。 

「松田小学校の３年生は、意欲も態度もすばら

しいですね。なかなか、こんなに立派な３年

生はいないですよ。」 

と最大限のお褒めの言葉を、工藤先生からいた

だきました。 

 教育活動に関しては、実施について条件も緩

和されてきている部分もありますが、それでも

まだまだ感染防止には気を遣います。今回も感

染症対策についてのご指導もいただきましたの

で、子どもたちにとっての豊かな学びを少しず

つ確実に進めていきたいと思います。 

 

🏫  第１回 学校評議員会  🏫 
第１回学校評議員会が、公開日に合わせて開

かれました。学校運営について、実際に子ども

たちの活動を観ていただきながら、ご意見、ご

助言をいただきました。 

主な内容としては、 

・新校舎になって良い環境も整ってきていると

思うが、掲示物が少ないことが気になった。子

どもたち同士で作品を見合うことは大切であ

ると思うし、公開日等で保護者も楽しみにして

いるのではないか。 

・グラウンドがない分、避難場所等丁寧に検討

していけるとよい。また、栽培活動は大切だと

思うので、工夫をしながら進めていけるとよい

のではないか。 

・子どもたちが落ち着いていて、良い姿勢で授

業を受けている。そのような環境があるから、

支援級の子どもたちも安心して交流ができる

のではないか。 

 グラウンドの完成は、令和５年２月の予定で

す。それまでの間は制限された環境が続きます

が、町とも課題を共有しながら、ひとつひとつ

解決していきたいと思います。 

 委員の皆さんからは、限られた環境の中で職

員が豊かな学びのために努力していることを評

価していただきました。今後も、学校評議員会

をはじめ、地域・保護者の皆様と連携しながら、

学校運営を進めていきたいと思います。 

 令和３年度足柄上郡 PTA 連絡 

協議会広報紙コンクールにおいて、 

本校 PTA の「いわつばめ」が見事 

最優秀賞を受賞しました。毎回、テ 

ーマ性を持ちながら豊かに紙面を創造してくだ

さったことが評価されたのだと思います。 

 委員の皆様をはじめ、PTA の役員の皆様に、

心より敬意を表したいと思います。 


